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乗欠 i . f 辑 Iffll木:糖 、田)11賴 一 、小 林 仁 、上 0 傲

fe ェ4 郷 f

前 )3 の 剌 复 （ H  T H  M  ) の 妨 果 、食 欠 ' ^ ア ッ フ ■遽 電 浼 が 2 抑 价 ス  

认 上 め 時 郎 U が 茫 主 し 、 f の 用 織 丨 誠 ！ の H  E  K  u 七 一 卜 ，の パ ス バ ' ン卜，（ 斗 3 斗 0 

〜 斗 3 《 0 M トU ) 外 の 、 3 i 2  2  ' 4 S  g  6 M セ の い ブ れ か で ，A る こ こ を 報 告 し た 。 丨).2) 

乘 大 7 イ す 'ソ 7  0 加 速 隹 の デ ィ ス .フ lz は 、li E  H  H ~ t 一卜" の 伝 播 を 鄉 t h h わ h  lT  

て あ る 杼 踩 ?V M と 7^ て い る 。 $ 刺 迗 反 3 f D 同 |縛 破 管 。挽 セ レ た マ イ フ a 凌  

を 、 D  — バ ス 7 V  )レ ク 一 と 空 调 鬉 波 長 計 1こ:よ > : て 周 茇 鉸 を 使 0 る 方 迗 て •あ ）/ ^ こ の _  

走 耗 果 が と し い と す る と 、 B B U が、M i r f 錄 で 、密 ^ し て い る こ と を 、^ P t X  3 0  0 H . \ /

7 i すッフt  S LA C寻 m M ^ r z B B U ^ L 訧 明 T i爾 れ “丨 賴 絲 な ぃ o

今 0 | 3 (  I ? 7 9 專 $ 只 ） ) 高 擦 度 入 V 7 ト ラ 厶 〒 ナ ラ イ 1T 一 5 用 い て 楚 微  

周 疲 鼓 の 撐 楚 刻 4 を 行 フ h , 測 定 の ァ ロ ッ フ 固 を # I 周 に 示 す 。 前 )3 用 い た 包 子 銃 口  

I飞 ( Q ンア、パ )レ 入 用 ）で 3 0 : 0  w ス の 窀 訛 を 鶴 ！ 土 来 た が 、今 ® の 卩 3  5  L 堂 （

シ （ 一 ト パ ル ス 用 ）で，あ フ た ：：と と 、な、t rか ビ ー 厶 の 透 通 串 例 & く (豹 i o %  ) 、最 又  

2_牛 0 rm A 令で、し か 卯 速 土 来 Q か - h .  i の 電 清 の 乾 ® で 卩 、コ ア f ： ニ ダ 一 で 、A  B  B  U

の 形 主 13観 刻 ;! K  ? 、' 前 囚 旌 く 楔 ま ^  H た B i d  £  , 4  5- 3 名 M h U の 舰 誠 _ 肚 で  

柃 7 か、 た ， 代 り に 加 そ 一 ド の K ス パ ン ド T 靖 の 斗 3 斗 2 ,  と 、

こ 扒 と 3 も と の tf — 卜で.あ る +  2 2 斗 • S H H z の 成 分 で ，観 # j 3 H た 。 ： ( D B ^ V a 免 比  

欠 7 づ ナ ッ フ そ )可 じ 帝 生 梭 搆 Iこ よ る 书 の で 、 7 J )  .ノ ア /ぐ7 メ ー ク ( U  —  と し た 値 :

t x y h f) ~ ^ v , て い る 。 こ の こ と ぼ 、H E M u  t  — ド の 桓 W u h 乳 何 の 加 速 售 （定 イ ン  

ピ ー ダ ' ン 尺 芏 ） を 純 卑 、同 じ 抱 を 尼 い た の で ，丨3 B  B  U  m ± i る _ 、.小 で い ミ と と太 

し て い る 。 今 0 の 釗 克 で I I ,  X 尺バ、> ド 外 の 3 ^ 3 2 , 斗 5 客 ら の ナ ソ 、•陳 い t rん  

解 明 で れ T '、幻 か 人 降 ^ 機 と し て 残 っ h .  了 9 パ ン ナ 、 一 （ 6 空 胴 I ) で'の T 辟 柱 も  

；̂ T し て み る 叹 晏 が あ る .

文 献 ;3 て へ $ 欠 ラ イ ナ ッ フ の 加 速 管 と 同 b，■ の 加 建 管 の ラ イ ナ ッ ク で ' B ^ U の 則  

定 を 行 4 フ た •が あ る 。 こ の 則 定 で 、r a H E M u  t —  ド 财 i t で ^ :免 振 周 泼 数 が 種 土 ；！卜  

T 、、代 ’) に 5 Qtiz等 の が 觀 3 扒 て い る • こ h ら の 竭 液 敎 ざ 葶 丨 彖 に 木 す 。
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：；の录の 5 7 I 加速の周波数の第之高謂袠に )̂び、いない。 こ れ ポ な る 成 分

に』 )て棒直祿的変調を受丨了扒ぼ、十二 マる成兮を裕生する、 莘 | 孝 り

データから最小ニ果迭によ，て求めると、 K m . r 、ム チ ニ（I g. 7  

となる。 ここ（、このA f が:何 に J：って茫生したかを推免してみる匕、t o 柏 匕 し て II.

■ A ) W = S S 3 0 .  9 M H z (  III 55^ 3. 5 M H O  膽 生 し 、a ト  f BBU - 2 jo 

( 又ぼ2_V - f 阳 u ) = I 丨2. 7 M > k 成分が土来た。

B )  W - 4 3 4 - 3 .  ^ M H z  ( こ t  —  h こ』 る B B U ) が 党 生 し '

ムf : 24&&u - 3fo = 丨I只• 7 M 卜丨名成分が龙来た， 何らかの》f由で，

4 3 4  3 - 5 - H H ^  £ £ ^ 1  た 。

C ) そ の .

从 上 3 つ の 推 定 匕 ，今 涵 の 幸 欠 T イ 了 ッ フ で の 則 复 羚 来 と 合 1T て 考 察 し て み る と 、酸 &  

の 可 脑 綠 も 笼 い こ び ^ U 。
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